





　

　

　　放送作家だった時、『カリキュラマシーン』と云う番組で、こんなギャグを書いた……

　

　

　　○街灯（夜）

　

　　灯りの下で、踊るバレリーナー。

　　暗闇の中から現れる洗濯機。

　　バレリーナー「？」

　　洗濯機「あなたのスカートを洗いたい」

　　バレリーナー「？？」

　　洗濯機「あなたのスカートを洗いたい」

　　バレリーナー「？？？」

　　洗濯機「あなたのスカートを洗いたい」

　　バレリーナー「（悲鳴）キャッーーーーーーーーーーー！？」

　　逃げ回った。

　　洗濯機「あなたのスカートを洗いたい」

　　追い回した。

　

　

　　それから10年後位……

　　アニメの製作会社の『ぴえろ』（現『スタジオ・ピエロ』）の3人のプロデューサーと……

　　遊ぶ事が大好きな本間道幸。バーベキューに誘われる。釣りに誘われる。風俗に誘われる。

　　秋川渓谷の光明山荘の河原のいも煮会。

　　山形出身の本間の作ったいも煮の鍋に誰かがカボチャを入れてしまった。

　　カボチャが溶けてパンプキンスープのようになってしまった。

　　「こんなのいも煮じゃない！」

　　本間が怒りながら遊んでいた。

　

　　飯を食う事が大好きな萩野賢。元上野精養軒のコック見習い。

　　一番最初に会った時は細身の青年だったけど、二度目に会った時は30キロ太った肥満青年になっていた。

　　以後、ダイエットとリバウンドを繰返し、現在の八百長相撲の中盆をして引退させられた幕下の相撲取りみたい体で安定している。

　　大和屋暁が云っていた。

　　「萩野さん、ロイヤルホストでハンバーガー、ページ毎オーダーしてました」

　

　　酒を飲むのが大好きな押切直之、そばと豆腐しか食べない。

　　押し切りに付き合って一緒に酒だけ飲んでいたら、流石に腹が減って、ラーメンを食べに行こうとしたら、

　　「一緒に行きます」

　　「ラーメン食べるの？」

　　「ビール飲みます」

　　「どこ行く？」

　　「あそこ」

　　押切が指した店に入って、ラーメンを食べた。

　　そのラーメンの不味い事、不味い事。

　　流石押切。

　　その店を、ラーメン好きの講談社の編集者に教えてあげた。

　

　　そんな3人で作ろうとしたのが……











　
　
　
　
　

　アニメーション映画

　　　　　　　　『金魚姫のシャーベット』

　　　　　　　　　　　　　　　　浦沢　義雄


　

　

　　作品にならなかった。

　　監督と喧嘩した事を覚えている。

　　監督はモーツァルトの『アイネクライネナハトムジーク』を使うと云う。俺は『トルコ行進曲』を使えと……

　　その他、いろいろあって作品にならなかった。

　　作品にならなかった原因は判っている。これしかない……

　

　　本間の遊び過ぎ。

　　萩野の食い過ぎ。

　　押切の飲み過ぎ。




　

浦沢　義雄

　

放送作家・脚本家。１９７９年に日本テレビで放送された「ルパン三世（ＴＶ第２シリーズ）」第68話「カジノ島・逆転また逆転」でデビュー。「はれときどきぶた」や「うたう！ 大龍宮城」「ボボボーボ・ボーボボ」「おろしたてミュージカル 練馬大根ブラザーズ」などの他、担当作品は多数。

１９８１年に始まった東映不思議コメディーシリーズでは、全作品の脚本に携わっている。また、シリーズ内の「どきんちょ！ ネムリン」「うたう！ 大龍宮城」などでは挿入歌の作詞を手がけた。

近年は映画「オペレッタ狸御殿」や映画実写版「忍たま乱太郎」など実写の仕事も多い。

２０１１年には「忍たま乱太郎」のアニメ版・実写版両方の長編映画が公開されるなど現在も尚精力的に活動中。
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